立てて ある。 店の 軒に は、 青 や 赤の 短冊に、 歌 か 俳句 

か 書き散らし たのが、 隙 間もなく 下がって 風に あおら 

れ ている。 こう 云う 不思議な 店へ こんな 物 を 買いに 来 

る 人が あるかと 怪しんだ が、 実際そう 云う 御 客 は 一 度 

も 見た 事がなかった。 それ にもかかわらず 店 はいつ で 

も 飾られて いて ビ ー ル罎の 花の 枯れて いる 事 はな か つ 

た。 

誰れ にも 訳の わからぬ この 店に は、 心の 知られぬ 熊 

さんが 居る。 

自分 は 浜辺へ 出る のに、 いつも この 店の 前から 土 堤 

を 下りて 行く から 熊さん と は 毎日の ように 顏を 合せる _ 



うに 果 てもなく 沖から 襲うて 来る。 沖の 奥 は 真暗で、 

漁火 一 つ 見えぬ。 湿り を 帯びた 大きな 星が、 見え隠れ 

またた ゆうなぎ 

雲の 隙 を 瞬 く。 い つもなら ば 夕 ffl の 蒸 暑く 重苦しい 

時刻で あるが、 今夜 は 妙に 湿つ ぼい 冷たい 風が、 一し 

うずま 

きり 二し きり 堤 下の 桑畑から 渦巻いて は、 暗い 床の間 

の 掛物を あおる。 草 も 木 も 軒の 風鈴 も 目に 見えぬ 魂が 

入 つ て 動く ように 思われる。 

浜辺に 焚火 をして いるの が 見える。 これ は 毎夜の 事 

で その 日 漁した 松 魚 を 割いて 炙る ので あるが、 浜の 闇 

を 破って 舞 上がる 焰の色 は 美しく、 その まわりに 動く 

赤裸の 人影 を 鮮やかに 浮上 がらせて いる。 焰が 靡く 度 



辰さん は 小声で 義太夫 を 唸りながら、 あらの 始末 をし 

ている。 女中 部屋の 方で は 陽気な 笑声が もれる。 戸外 

の 景色に 引き かえて 此処 はい つもの ように 平和で ある _ 

嵐の 話に なって 婆さん は 古い 記憶の 中から 恐ろしく 

も 凄かった 嵐 を 語る。 辰さん が 板 敷から 相槌 をう つ。 

いっかの 大嵐に は 黒い 波が 一 町に 余る 浜 を 打 上が つ て 

松原の 根 を 洗うた。 その 時 沖 を 見て いた 人の 話に、 霧 

の ごとく 煙の ような 燐火の 群が 波に 乗って 揺らいで い 

たそうな。 測られぬ 風の 力で 底 無き 大洋 を あおって 地 

軸と 戦う 浜の 嵐に は、 人間の 弱い 事、 小さな 事が 名残 

もな く 露われ て、 人の 心 は 幽冥の 境へ 引 寄せられ、 こ 



明 方に はや や ffl いだ。 雨 も 止んだ が 波の音 はいよ い 

よ 高かった。 

起きる とすぐ 波 を 見ようと 裏の 土 堤 へ 出た。 

熊さん の 小屋 は 形 もな く 壊れて いる。 雨 を 防ぐ 荒 筵 

は 遠い 堤 下へ 飛んで 竹の 柱 は 傾き 倒れ、 軒 を 飾った 短 

冊 は 雨に 叩け て 松の 青葉と 一 緒に 散らば つてい る。 

ビ— ル罎の 花 も 芋 の 切れ端 も 散乱して 熊 さ ん の 蒲団 は 

濡れし おたれて いる。 熊さん はと 見廻した が 何処へ 

行った か 姿 も 見えぬ。 

そく ぜん 

側 然として 浜辺へ と 堤 を 下りた。 砂 畑の 芋の 蔓は搔 

き 乱した ように 荒らされて、 名残の 嵐に 白い 葉 裏 を 逆 



る 白雲の 空 を ぼんやり 眺めて いた。 

(明治 三十 九 年 十月 『ホ トトギ ス』) 
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